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	 行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２７年１１月１２日（木曜日）　１０時～１５時　　天候　：　晴れ

	場　所
	甲山森林公園

	テーマ
	木々の色付きと果実の成熟

	講師
	児玉勝久講師

	聴講者数
	38名

	内容

（項目と概要）


	今月の樹　「ムラサキシキブ」

北海道から九州、琉球列島まで広く見られる。一般にムラサキシキブと言われる品種は殆どコムラサキの改良品種である。ムラサキシキブの仲間にはコムラサキ、ヤブムラサキ、オオムラサキ、ビロードムラサキ、トサムラサキがある。
晩秋の樹木の生き様と観察について

1 晩秋の樹木たちの生活は？　②落葉樹での離層の形成　紅葉・黄葉・落葉

2 果実の成熟と色づき　　　　　　④果実・種子の散布戦略

⑤晩秋・初冬に開花する樹木　　　⑥この季節の樹木観察　

　についてプロジェクターを使って詳しい講義を受けた。

その後、講義内容をふまえて観察をした。

自然観察コースは管理事務所～自由広場～野外ステージ～クスノキ並木～展望台～

県民の森～みくるま池～みどり橋～管理事務所

【紅葉している樹木】アカメガシワ、カキ、ハゼノキ、モチツツジ、サクラ、ラクウショウ、ヤマボウシ　アメリカハナノキ、ツタ、イロハモミジ、ナンキンハゼなど

アカメガシワは順次開葉、葉も下側から黄葉しているのを見ることができた。

ハゼノキの紅葉は規則性はなくあちらこちらの葉がでたらめに紅葉をしているのを見た。
モチツツジは半落葉樹であり緑色の葉、紅葉した葉、紅葉後の落葉を見ることができた。

この季節、モチツツジに一輪の花が咲いていた。（時忘れ・・）

サクラは枝先から葉が順次色付き次々と散ってしまうので大半が落葉していた。

ヤマボウシは日陰になった緑の葉と日当たりの良かった赤い葉のグラデーションがきれいだった。日照時間や量の重要性を確認することができた。

ナンキンハゼは葉の表面のみ色素合成をするとの事で葉の裏は色付いてなかった。

【樹木の果実】コムラサキ・カナメモチ・ソヨゴ・アオハダ、クロガネモチ・ノブドウ・イヌザンショウ・ノイバラ・マユミ・ナツハゼ、カマツカ、ネズミモチ、イイギリ、イチゴノキなど赤、紫、黒青の果実を成熟させていた。
テイカカズラとキササゲの果実の冠毛の違いを見ることができた。

飯盛さんの案内で展葉フェノロジーのコースと調査樹木の観察をした。

日笠さんよりシニア自然大学の無料講演会と来年度の受講生募集案内があった。
＜資料＞今月の樹「ムラサキシキブ」（児玉）　　晩秋の樹木の生き様と観察　（児玉）

	まとめ
感想
	もみじの観察には最高のお天気でした。
鮮やかな紅葉や果実の色づきを存分に観察することができました。

開花している樹木の少ない中でヤツデの花をじっくり観察することができた。



